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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

セルロプラスミン (CP)は鋼代謝に関連する炎症マ-カーである.一方､血清フェリチン

は鉄代謝に関連するマーカーである｡近年､フェリチンが酸化ストレスに関連することが

指摘されている｡しかし､CPとフェリチンとの関連性を示したポピュレーションスタデ

ィはみつからない｡本研究では､健康な成人389名 (男性 195名､女性 194名)を対象に､

cpとフェリチンおよび酸化ストレスマ-カーとの関連を検討した.測定項目は､CP､フェ

リチン､鉄､高感度cRP並びに尿中の酸化ストレスバイオマーカ- (過酸化水素､8-OHdG､

8-4ソブロスタン)などである｡測定結果はCP:31.87j=6.79(mg/dl)､フェリチン:123.5j=121.0

(ng/ml)､高感度 cRP:0.89土2.53(mg/dl)､8-OHdG:10.16土4.44(ng/mgCre)､過酸化水素:

6.51土10.9(pM/gCre)であった｡cpは､高感度CRPと有意な正の相関が認められ､フェリ

チン､鉄､8-OHdGとは負の相関が認められた｡ロジスティック回帰分析では､関連要因調

整後のオッズ比が高感度CRPでは4.86倍､8-OHdGでは0.39倍であった.フェリチンが酸

化ストレスの発生に関与する可能性があるのに対して､CPは､酸化ストレスを抑制する抗

酸化バイオマーカーであることが示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

本論文は､酸化ス トレスを促進する蛋白として知られているフェリチンに対し､

その反応を抑制する可能性があるセルロプラスミンに着目し､健診データを活用

したポピュレーションスタディである｡Ⅵtroでは､両者の反応は検証されている

が､ポピュレーションベースでは､初めてセルロプラスミンの酸化ストレス抑制

作用が示唆される結果となった｡

しかしながら､セルロプラスミンの体内動態を考慮するならば､セルロプラス

ミンの血中濃度がどのような意味を持つのか､この点が明らかになれば､本研究

の意義も深まると考える｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




